
攻撃側と防御側の砲兵支援 [13.0と15.3]
資格：

攻撃側の砲兵 3．射程：各砲兵ユニット（攻撃側又は ユニットの限度
ユニットは、防 防御側）は、支援している防御ヘクスが ４つのドイツ軍砲兵ユニット：資格を持つ
御ヘクスに対 射程内になければならない。防御ヘク ４つまでの枢軸軍砲兵ユニットは、支援
する宣言攻撃 スと砲兵ユニット（防御ヘクスはカウント （攻撃又は防御）を提供できる [13.14.a]。
にのみ支援を し、砲兵ユニットのヘクスはしない）との

提供できる。防御側の砲 間のヘクス数がユニットの記載された射程を超えなけ 注釈：枢軸軍の超重砲兵ユニットは、４
兵ユニットは、防御側ヘ ければ、支援できる [13.11.b]。 ユニットの限度にカウントしないが、特殊
クスにのみ支援を提供で な攻撃状況でのみ使用できる [13.14.b]。
きる。防御側のヘクスとは、 ４．攻撃補給：その補給状態にかかわら
宣言攻撃マーカーを有す ず、攻撃側の各砲兵ユニットが支援する 枢軸同盟軍の砲兵 [13.31]：
ヘクスである。 ためには、攻撃補給を提供しているASP a. 防御側ヘクス内に位置しない限り、枢

までLOCをたどれなければならない 軸同盟軍の砲兵ユニットは、自国籍を含
１つの攻撃のみ： [13.11.c]。 むいかなる国籍にも半分の防御支援（端
　ある砲兵ユニットは、そ 数切捨て）を提供する（ドイツ軍砲兵は、
の支援戦力を戦闘フェイ 5．防御側ヘクスを占めていない限り、 減少しない）。
ズ毎に１つの宣言攻撃に 防御側の砲兵ユニットは敵ＺＯＣ内にい b. ２つまでの枢軸同盟軍砲兵ユニットは、
のみ提供できる。支援戦 ることができず、砲兵支援を提供できな 単一の宣言攻撃に防御支援jを提供する
力は、複数の宣言攻撃 い。攻撃側の砲兵ユニットは、敵ＺＯＣ ために統合できる。
の間で分割できない。 内にいることができる [13.2]。 c.２つまでのドイツ軍砲兵ユニットは、枢軸 

同盟軍の２ユニット限度に加えて統合でき
6．防御側ヘクスが砲兵タイプのユニットのみを含むと、 る（攻撃又は防御）。
その支援戦力を宣言攻撃に提供できない。これらは、 ソヴィエト軍：１つの沿岸防衛又は野戦砲
防御戦力のみを使用できるが、非隣接の友軍砲兵ユ 兵ユニットは、常に支援を提供できる（攻撃
ニットは、それらのヘクスを支援できる。左の例を参照。 又は防御）。

　以下の場合、限度は最大２に増加する。：
7. その支援戦力と防御戦力を同じ宣言攻撃に提供で ・両者が同じ防御側ヘクス内にある。又は
きる砲兵ユニットはない。 ・両者が同じ非妨害HQの指揮範囲内にあ

　る。又は
8．支援戦力限度：宣言攻撃で、攻撃側の支援戦力は ・１つが防御側ヘクス内にあり、二番目が射
攻撃戦力を超過できず、防御側の支援戦力は防御戦 　程内にあって非妨害HQの指揮範囲内に

資格条件： 力を超過できない。超過分は無視される。 　ある。[13.15.b]。
１．蹂躙：蹂躙 １（又は２）限度に、２つまでのロケット砲兵
マーカーを有 9．超重砲兵、鉄道砲兵、ロケット砲兵：支援戦力の後 ユニットを加えることができる。ロケット砲兵
す非砲兵ユニ に「A」を有すユニットは攻撃のみを支援でき、それぞれ は、HQの指揮範囲内にいる必要がない
ットは支援を 13.42.c/ｄ、13.33.b、13.32の制限を受ける。 [13.15.b]。
提供できない 望むだけ多くの鉄道砲兵（と海上砲兵；海
[11.38.a]。 上モジュールを参照）は、全て機能HQの
2. 非補給下： 指揮範囲内にあると加えることができる
非補給下マーカーを有す [13.15.c]。
防御側砲兵ユニットは、 *砲兵ユニットは、非機能HQの指揮範囲内
攻撃補給下に置かれない にあってはならない。
限り支援を提供できない [6.35]。 　プレイ・ブックの砲兵支援の例を参照。

非機能ＨＱの影響 [21.25 & 21.26]
非機能ＨＱの制限： 非機能HQ指揮範囲内の制限 I.NKVDユニットの「退却不可」命令を
Ａ．退却命令を発令できない [21.25]。 （非機能HQは、重複しているへクス 　取り去る [21.25]。
Ｂ．ソヴィエト軍自動車化移動フェイズ中 内の機能HQの影響に優先する）。 J. ソヴィエト軍の移動又は自動車化移
　に非自動車化ユニット（親衛を含む） E. 架橋ユニットは、配置又は移動不可。 　動フェイズ中、その移動を非機能HQ
　の活性化不可 [21.25]。 　これらは完成できる [21.26]。 　の指揮範囲内で開始しているソヴィエ
C.ソヴィエト軍対応フェイズ中に自動車 F. 強制攻撃について、指揮ポイントの 　ト軍地上ユﾆｯﾄの数は、HQ回復値か
　化MAを有すユニットの活性化不可 　二倍化不可 [21.25]。 　ら１少ない数に制限される。非機能H
 [21.25]。 G. ソヴィエト軍のCAS又は妨害任務不   Qは、移動フェイズ中常に移動できる。
D. 橋梁破壊又は新たな拠点マーカー 　可（枢軸軍CASと妨害の迎撃は可）
　の配置不可。ただし、「E」拠点の配置  [21,26.b]。  非機能HQの回復サイ振り
　は認められる [21.26]。 H.防御側ヘクスを含むいかなる戦闘に   [21.28]
注釈：鉄道変換は認められる。 　も、１つのみのソヴィエト軍砲兵が支援 　ゲーム・ターン中間フェイズ

　を提供できる [21.25、21.26.c]。 中、望む各非機能HQについ
てサイを振る。サイの目がHQ
HQ回復値の二倍以下である
と、HQをその機能（OP）面に
返す。このサイ振りにDRMsは
ない。HQがOoSマーカーを
持つと、回復値を二倍にしな
い。
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